
市
内
の
中
小
企
業
が
、
パ
ソ
コ

ン
や
ソ
フ
ト
を
購
入
す
る
場
合

や
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
な
ど
の
国
際
規
格
を

取
得
す
る
場
合
な
ど
、
新
規
市
場

開
拓
や
経
営
の
効
率
化
に
向
け
た

情
報
化
・
国
際
化
を
推
進
す
る
事

業
に
対
し
、
助
成
を
行
い
ま
す
。

◆
対
象
事
業
者

三
鷹
市
内
に
主

た
る
事
務
所
を
有
す
る
、
個
人
事

業
者
お
よ
び
法
人
。

◆
対
象
事
業

平
成
15
年
４
月
１

日
以
降
の
事
業
に
限
り
ま
す
。
ま

た
、
平
成
16
年
３
月
31
日
ま
で
に

事
業
を
終
了
し
、
実
績
報
告
書
を

提
出
で
き
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

◆
申
請
に
必
要
な
書
類

補
助
金

交
付
申
請
書
・
事
業
計
画
書
・
商

製
造
業
を
中
心
と
し
た
複
数
企

業
の
新
し
い
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
U
ク

の
形
成
を
図
る
た
め
、
受
発
注
・

情
報
交
換
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
平
成
16
年
２
月
10
日
Õ
午
後
１

時
30
分
〜
６
時
30
分
、
府
中
の
森

芸
術
劇
場
で
。基
調
講
演
「
ユ
ビ
キ

タ
ス
社
会
の
も
た
ら
す
も
の
〜
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
市
場
開
拓
〜
」。

講
師
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
U
タ
先
端
技
術

X

代
表
取
締
役
社
長
の
三
宅
功
さ

ん
。
受
発
注
情
報
交
換
、
交
流
会

な
ど
も
。
参
加
費
１
人
３
千
円
。

▼
平
成
16
年
１
月
９
日
–
ま
で

に
、
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
「
〒
183
―
０
０
５
６
府

中
市
寿
町
１
―
５
―
１
府
中
市
役

所
府
中
駅
北
第
二
庁
舎
府
中
市
工

業
技
術
情
報
セ
ン
タ
U
」
へ
申
し

込
む
。
定
員
100
社
（
１
社
で
複
数

人
数
の
申
込
可
）
。
く
わ
し
く
は

府
中
市
の
ホ
U
ム
ペ
U
ジ
で
。

∞
同
セ
ン
タ
U
ò
042
―
335
―
４

４
７
４
・
¿
042
―
352
―
４
１
０
０

60
歳
前
後
は
、
人
生
の
区
切

り
の
時
期
で
す
。
新
た
な
就
業

先
を
探
し
た
り
、
生
き
方
や
暮

ら
し
方
を
見
つ
め
直
す
方
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

12
月
か
ら
オ
U
プ
ン
し
た
「
市

民
協
働
セ
ン
タ
U
」
（
９
面
参

照
）
で
、
お
お
む
ね
55
歳
以
上

の
方
を
対
象
に
し
た
就
業
支
援

事
業
を
始
め
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◆
提
供
す
る
情
報

具
体
的
な

職
業
の
無
料
紹
介
や
、
有
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
非
営
利
団
体
な

ど
地
域
に
お
け
る
多
様
な
働
き

方
の
紹
介
、
仕
事
に
役
立
つ
新

た
な
技
術
、
知
識
を
取
得
す
る

た
め
の
講
習
会
の
紹
介
な
ど
。

パ
ソ
コ
ン
で
自
由
に
検
索
も
で

き
ま
す
。

◆
相
談
体
制

Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
シ
ニ

ア
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
普
及
サ
ロ
ン
・
三

鷹
」
所
属
の
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン

セ
ラ
U
資
格
な
ど
を
有
す
る
者

を
含
め
４
人
の
専
門
相
談
員
が

相
談
に
あ
た
り
ま
す
。

▽
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

30
分
（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除

く
）
、
三
鷹
市
市
民
協
働
セ
ン

タ
U
（
下
連
雀
４
―
17
―
23
・

ò
45
―
８
６
４
５
・
¿
45
―
８

６
４
６
）
１
階
「
わ
く
わ
く
サ

ポ
U
ト
三
鷹
」
で
。
火
・
日
曜

日
、
祝
日
、
年
末
年
始
休
業
。

∞
生
活
経
済
課
ò
内
線
２
５

４
２

業
登
記
簿
謄
本
（
個
人
事
業
の
場

合
は
住
民
票
）
・
前
年
度
市
民
税

納
税
証
明
書
・
経
歴
書
（
会
社
案

内
な
ど
）
・
前
年
度
の
決
算
書
の

写
し
・
見
積
書
・
図
面
な
ど
。

※
予
算
に
達
し
次
第
受
付
を
終

了
し
ま
す
。

∞
生
活
経
済
課
ò
内
線
２
５
４

２

（
順
不
同
）

●
早
福
　
由
男
さ
ん
（
大
黒
ク
リ

U
ニ
ン
グ
商
会
　
下
連
雀
　
ク

リ
U
ニ
ン
グ
師
）

「
手
仕
上
げ
技
術
は
一
生
勉
強
」

を
座
右
の
銘
と
し
て
、
日
々
の
仕

事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
お
客

様
か
ら
の
大
切
な
衣
類
を
預
か

り
、
真
心
込
め
て
仕
上
げ
、
そ
の

丁
寧
な
仕
事
に
は
定
評
が
あ
り
ま

す
。

●
牛
田
　
　
一
さ
ん
（
㈲
牛
田
商

事
飛
高
堂
　
下
連
雀
　

表
具

師
）

表
具
技
能
に
お
い
て
、
伝
統
技

術
を
基
盤
と
し
な
が
ら
現
代
の
技

術
を
取
り
入
れ
、
常
に
研
鑽
研
究

を
重
ね
、
美
術
、
芸
術
の
支
え
役

と
な
っ
て
い
ま
す
。
山
本
有
三
記

念
館
の
掛
軸
、
和
室
襖
の
修
復
事

業
に
も
従
事
し
ま
し
た
。

●
吉
岡
　
昭
一
さ
ん
（
吉
岡
板
金

下
連
雀
　
板
金
工
）

金
属
板
を
巧
み
に
加
工
し
て
建

築
物
の
防
水
加
工
を
し
た
り
、
水

の
流
れ
道
を
作
る
屋
根
、
樋
、
流

し
の
製
作
に
高
い
技
術
を
持
ち
ま

す
。
人
目
に
つ
く
部
分
は
飾
り
と

し
て
の
意
匠
性
も
取
り
入
れ
、
隅

木
巻
き
、
破
風
、
水
返
し
、
鮟
鱇

（
あ
ん
こ
う
）
な
ど
に
も
、
高
い

技
術
が
現
れ
て
い
ま
す
。

●
飯
島
　
宏
さ
ん
（
㈱
飯
島
工
務

店
　
下
連
雀
　
大
工
）

大
工
一
筋
に
一
般
住
宅
か
ら
合

掌
造
り
の
木
造
建
築
ま
で
手
が
け

市
で
は
、
「
勤
労
感
謝
の
日
」
を
記
念
し
て
、
長
年
に
渡
っ
て
技
能

や
農
業
一
筋
に
、
大
き
な
功
績
を
残
し
た
み
な
さ
ん
を
称
え
て
、
２
年

に
一
度
、
「
技
能
功
労
者
表
彰
」
と
「
農
業
功
労
者
表
彰
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
、
表
彰
を
受
け
た
の
は
、
10
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た

「
三
鷹
市
技
能
功
労
者
等
選
考
委
員
会
」
で
人
一
倍
の
努
力
と
市
民
生

活
の
向
上
や
後
進
の
指
導
、
育
成
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
を
認
め
ら
れ
た

24
人
の
方
々
で
す
。

∞
生
活
経
済
課
商
工
労
政
係
ò
内
線
２
５
４
４

ま
す
。
化
粧
丸
太
、
竹
材
な
ど
に

よ
る
数
奇
屋
造
り
、
能
舞
台
造
り

に
も
従
事
す
る
な
ど
、
純
日
本
建

築
の
伝
統
的
技
術
に
高
い
技
能
を

発
揮
し
て
い
ま
す
。

●
小
林
　
安
三
郎
さ
ん
（
小
林
サ

イ
ク
ル
　
下
連
雀
　
自
転
車
整

備
士
）

フ
レ
U
ム
修
正
、
前
フ
ォ
U
ク

修
正
、
リ
ム
組
み
立
て
な
ど
、
若

い
時
に
修
得
し
た
技
術
に
は
定
評

が
あ
り
ま
す
。
リ
ム
バ
ラ
ン
ス
修

正
、
新
車
組
み
立
て
、
複
雑
な
修

理
な
ど
に
大
き
な
信
頼
が
あ
り
、

日
常
の
通
勤
・
通
学
の
足
で
あ
る

自
転
車
を
通
じ
て
、
市
民
生
活
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

●
安
保
　
權
吉
さ
ん
（
一
人
親
方

下
連
雀
　
大
工
）

在
来
工
法
を
中
心
に
手
が
け
、

図
面
に
忠
実
に
、
材
料
加
工
を
施

す
技
能
は
天
下
一
品
。現
場
で
は
、

設
計
段
階
で
想
定
で
き
な
か
っ
た

こ
と
に
対
し
て
も
、
適
切
な
対
応

力
に
富
む
高
い
技
術
を
持
っ
て
い

ま
す
。
多
く
の
住
宅
の
改
修
工
事

の
ほ
か
、
禅
林
寺
の
改
修
工
事
も

手
が
け
ま
し
た
。

●
渡
邊
　
直
義
さ
ん
（
㈲
公
会
堂

前
増
田
屋
　
下
連
雀
　
そ
ば
調

理
職
）

食
全
般
に
常
に
研
究
を
怠
ら

ず
、
特
に
麺
製
法
に
は
、
抜
群
の

技
術
を
持
っ
て
い
ま
す
。
大
沢
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
U
で
開
か
れ

る
市
民
対
象
の
そ
ば
打
ち
講
習
会

の
講
師
と
し
て
も
、
市
民
の
食
文

化
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま

す
。

●
若
瀬
　
秀
進
さ
ん
（
若
瀬
精
肉

店
　
下
連
雀
　
食
肉
調
理
職
）

肉
の
選
定
、
陳
列
方
法
、
惣
菜

調
理
な
ど
、
多
く
の
部
門
で
他
の

模
範
と
な
る
技
術
を
持
っ
て
い
ま

す
。
昭
和
30
年
代
は
優
良
従
業
員

表
彰
を
、
50
年
代
に
は
食
品
公
衆

衛
生
優
良
店
舗
に
認
定
さ
れ
る
な

ど
都
の
表
彰
な
ど
も
受
彰
。
学
校

給
食
で
も
食
材
を
通
じ
て
子
ど
も

た
ち
の
健
全
育
成
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。

●
相
澤
　
靖
夫
さ
ん
（
ロ
ン
グ
理

容
院
　
牟
礼
　
理
容
師
）

カ
ッ
ト
、
ア
イ
ロ
ン
の
技
術
は

ほ
か
の
理
容
師
の
見
本
と
な
っ
て

い
ま
す
。
お
客
様
一
人
ひ
と
り
の

輪
郭
、
年
齢
、
髪
質
な
ど
に
応
じ

た
カ
ッ
ト
技
術
は
、
同
業
者
の
追

随
を
許
さ
な
い
ほ
ど
の
高
い
技
術

と
正
確
さ
で
、
お
客
様
か
ら
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。

●
小
ú

　
修
一
さ
ん
（
小
ú

電
設

井
の
頭
　
電
気
工
事
士
）

電
気
回
路
の
設
計
は
、
無
駄
な

く
効
率
よ
く
、
短
期
間
で
仕
上
げ

る
技
術
を
持
っ
て
い
ま
す
。
住
宅

電
気
工
事
セ
ン
タ
U
部
会
役
員
と

し
て
、
一
般
家
庭
の
保
守
点
検
業

務
、適
正
使
用
の
指
導
に
尽
力
し
、

市
民
生
活
の
電
気
安
全
利
用
向
上

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

●
加
藤
　
達
夫
さ
ん
（
御
菓
子
司

蔦
屋
　
井
の
頭
　
製
菓
技
術
職
）

創
作
和
菓
子
作
り
で
は
、
同
業

者
の
良
き
見
本
と
な
っ
て
い
ま

す
。
饅
頭
、
く
ず
桜
、
団
子
な
ど

の
「
朝
な
ま
」
、
焼
き
菓
子
作
り

で
は
、
そ
の
手
際
の
良
さ
に
、
目

を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

日
々
の
お
茶
請
け
か
ら
茶
会
ま

で
、
市
民
の
暮
ら
し
に
大
き
く
関

わ
っ
て
い
ま
す
。

●
菊
池
　
歳
男
さ
ん
（
一
人
親
方

新
川
　
大
工
）

在
来
工
法
を
主
に
手
が
け
、
木

材
の
細
か
い
細
工
に
は
定
評
が
あ

り
ま
す
。
屋
内
の
床
張
、
天
井
の

作
業
な
ど
、
大
き
な
部
材
加
工
か

ら
敷
居
の
加
工
の
よ
う
に
、
微
調

整
を
要
す
る
も
の
ま
で
、幅
広
く
、

そ
の
技
術
は
大
工
仲
間
の
手
本
と

な
っ
て
い
ま
す
。

●
笠

七
郎
さ
ん
（
そ
ば
処
か

さ
は
ら
　
新
川
　
そ
ば
調
理
職
）

そ
ば
を
中
心
に
創
意
工
夫
を
こ

ら
し
た
メ
ニ
ュ
U
を
考
案
す
る
な

ど
、
そ
ば
作
り
の
ほ
か
に
も
研
究

熱
心
な
と
こ
ろ
は
、
同
業
者
の
見

習
う
べ
き
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
ま

す
。
心
を
込
め
て
そ
ば
を
打
ち
、

食
の
面
か
ら
市
民
の
暮
ら
し
の
向

上
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

●
松
井
　
福
一
さ
ん
（
松
井
左
官

工
業
　
中
原
　
左
官
）

漆
喰
壁
、
プ
ラ
ス
タ
U
ボ
U
ド

仕
上
げ
、
土
間
な
ど
の
モ
ル
タ
ル

仕
上
げ
に
高
い
技
術
を
持
っ
て
い

ま
す
。
特
に
漆
喰
壁
に
対
す
る
優

れ
た
技
能
は
、
現
在
、
継
承
し
て

い
る
職
人
が
少
な
く
な
っ
て
お

り
、
大
変
貴
重
な
存
在
と
な
っ
て

い
ま
す
。

●
市
村
　
一
美
さ
ん
（
市
村
豆
腐

●
¸
・
　
篤
さ
ん
（
牟
礼
）

水
稲
、
夏
野
菜
、
葉
茎
菜
類
を

中
心
に
栽
培
に
取
り
組
み
、
特
に

キ
ャ
ベ
ツ
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
U
の
栽

培
技
術
は
高
い
評
価
を
得
て
、
市

場
出
荷
拡
大
に
大
き
く
寄
与
し
て

い
ま
す
。
低
農
薬
を
心
が
け
、
食

の
面
か
ら
市
民
生
活
の
向
上
に
大

き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

●
伊
藤
　
正
治
さ
ん
（
北
野
）

キ
ャ
ベ
ツ
、
白
菜
、
カ
リ
フ
ラ

ワ
U
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
U
の
栽
培
技

術
修
得
に
努
め
、
特
に
白
菜
に
つ

い
て
は
昭
和
26
年
に
全
国
農
林
大

臣
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
全
国
か

ら
そ
の
技
術
修
得
研
修
に
農
業
関

係
者
が
訪
れ
る
ほ
ど
、
顕
著
な
評

価
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
宍
戸
　
福
左
右
さ
ん
（
野
崎
）

18
歳
か
ら
農
業
に
従
事
し
、
常

に
先
進
的
な
農
業
経
営
に
努
め
て

い
ま
す
。
現
在
は
、
植
木
栽
培
と

平
成
10
年
か
ら
始
め
た
ぶ
ど
う
栽

培
に
取
り
組
み
、
特
に
果
樹
栽
培

の
技
術
は
高
い
評
価
を
得
て
い
ま

す
。
平
成
７
年
に
は
、
植
木
の
部

に
お
い
て
、
東
京
都
知
事
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

店
　
中
原
　
豆
腐
職
）

日
本
古
来
の
食
文
化
で
あ
り
、

大
切
な
栄
養
源
と
し
て
の
豆
腐
作

り
に
お
い
て
、
既
存
の
製
品
だ
け

で
な
く
、
日
々
の
新
製
品
の
試
作

に
も
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
最
近
で
は
、
擬
製
豆
腐
の
製

造
を
行
う
な
ど
、
豆
腐
製
造
技
術

の
向
上
に
日
々
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

●
富
澤
　
保
夫
さ
ん
（
㈲
瑞
光
園

北
野
　
植
木
職
）

造
園
業
（
造
園
、
垣
根
）
造
園

工
事
、
施
工
管
理
、
緑
地
維
持
管

理
な
ど
に
お
い
て
優
れ
た
技
術
を

持
ち
、
そ
の
実
績
は
高
く
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。
民
家
・
事
業
所
な

ど
、
緑
化
を
通
じ
て
市
民
の
暮
ら

し
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

●
加
藤
　
正
次
さ
ん
（
㈲
北
野
自

動
車
　
北
野
　
自
動
車
整
備
士
）

整
備
技
術
の
進
歩
が
著
し
い
な

か
、
最
新
技
術
へ
の
素
早
い
対
応

を
行
い
、
従
業
員
の
教
育
も
行
い

な
が
ら
工
場
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
に
努
め
て
い
ま
す
。
多
摩
地
区

自
動
車
整
備
業
界
の
「
長
」
と
し

て
も
、
そ
の
発
展
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
ま
す
。

●
村
野
　
勝
義
さ
ん
（
魚
勝
　
上

連
雀
　
鮮
魚
調
理
職
）

調
理
技
術
は
基
本
に
忠
実
で
あ

り
、
刺
身
の
盛
り
付
け
は
そ
の
中

で
も
特
に
優
れ
て
お
り
、
同
業
者

か
ら
一
目
を
置
か
れ
て
い
ま
す
。

地
元
商
店
会
会
長
と
し
て
も
、
商

店
会
の
ま
と
め
役
や
お
客
様
の
た

め
の
売
り
出
し
な
ど
で
、
地
域
と

密
着
し
た
地
道
な
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。

●
沖
野
　
紀
年
さ
ん
（
沖
野
工
務

店
　
上
連
雀
　
大
工
）

在
来
工
法
を
中
心
に
技
能
を
磨

い
て
お
り
、
現
在
の
さ
ま
ざ
ま
な

工
法
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、

日
々
修
業
を
重
ね
て
い
ま
す
。
市

内
お
よ
び
市
外
の
和
風
フ
ァ
ミ
リ

U
レ
ス
ト
ラ
ン
の
建
築
工
事
に
も

携
わ
る
な
ど
、
市
民
が
接
す
る
機

会
の
多
い
施
設
の
仕
事
も
多
く
手

が
け
て
い
ま
す
。

●
齋
藤
　
英
雄
さ
ん
（
X

三
山
精

工
　
上
連
雀
　
金
属
加
工
）

職
業
訓
練
校
時
代
に
旋
盤
工
と

し
て
技
術
修
得
に
努
め
、
現
在
も

そ
の
研
究
に
余
念
が
あ
り
ま
せ

ん
。
旋
盤
技
術
に
つ
い
て
は
、
傑

出
し
た
技
術
に
よ
り
、
得
意
先
で

あ
る
市
内
の
大
手
企
業
な
ど
に
信

頼
さ
れ
て
い
ま
す
。
勤
務
先
の
工

場
で
は
、
責
任
者
と
し
て
、
機
械

加
工
技
術
者
と
し
て
活
躍
し
て
い

ま
す
。

●
竹
内
　
和
重
さ
ん
（
竹
寿
司

大
沢
　
鮨
調
理
職
）

三
鷹
鮨
商
組
合
の
中
で
も
技
術

は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
、
特
に
「
に

ぎ
り
」
の
形
の
良
さ
は
、
折
り
紙

つ
き
で
す
。
魚
の
扱
い
も
基
本
に

忠
実
で
、仕
事
も
早
く
確
実
で
す
。

お
客
様
の
注
文
に
も
細
か
く
応

じ
、
に
ぎ
り
の
大
き
さ
を
調
整
す

る
な
ど
、
そ
の
満
足
度
は
高
い
も

の
で
す
。

市
で
は
、
中
小
企
業
の
経
営
の

安
定
化
を
目
的
と
し
た
「
事
業
資

金
」
や
、
勤
労
者
な
ど
を
対
象
と

し
た
「
生
活
資
金
」
の
融
資
あ
っ

せ
ん
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

東
京
信
用
保
証
協
会
の
保
証
を
受

け
て
年
内
に
借
り
入
れ
を
希
望
す

る
方
は
、
お
早
め
に
（
12
月
初
旬

ま
で
に
）
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
審
査
な
ど
で
年
明
け
に
ず
れ

込
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

◆
融
資
制
度
　
小
口
事
業
資
金
融

資
事
業
、
不
況
対
策
緊
急
資
金
融

資
事
業
等
、
勤
労
者
等
生
活
資
金

融
資
事
業

∞
生
活
経
済
課
ò
内
線
２
５
４

３
※
な
お
、
東
京
都
の
中
小
企
業

向
け
融
資
制
度
に
つ
い
て
は
、
東

京
都
産
業
労
働
局
商
工
部
金
融
課

金
融
係
ò
03
―
５
３
２
０
―
４
８

７
７
へ
。

委
託
・
物
品
・
工
事
の
平
成

15
・
16
年
度
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
の
追
加
申
請
を
受
け
付
け
ま

す
。市
と
契
約
を
希
望
す
る
方
は
、

期
間
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
既
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
平
成
16
年
１
月
22
日
œ
〜
30
日

–
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
（
午
前
11
時
30

分
〜
午
後
１
時
30
分
は
除
く
）
、

市
役
所
第
二
庁
舎
３
階
入
札
室

で
。

◆
申
請
用
紙
の
販
売

12
月
15
日

Ã

〜
平
成
16
年
１
月
30
日
–

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
お
よ
び
12

月
29
日
〜
平
成
16
年
１
月
３
日
を

除
く
）
、
市
役
所
本
庁
舎
地
下
１

階
売
店
で
。
１
部
400
円
。

∞
管
財
課
契
約
係
ò
内
線
２
２

６
１
〜
２
２
６
３
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技
を
磨
い
て
、
こ
の
道
一
筋
！

技
能
功
労
・
農
業
功
労
表
彰
者
の
み
な
さ
ん

技
能
功
労
者

農
業
功
労
者

■
府
中
市
受
発
注
・

情
報
交
換
会

■
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
の

追
加
申
請
受
付

■
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

年
内
の
申
込
み
は
お
早
め
に

■
中
小
企
業
の
情
報
化
・

国
際
化
を
応
援
し
ま
す
¿

高
齢
者
の
力
を
地
域
社
会
へ

高
齢
者
向
け
職
業
紹
介
事
業
を
開
始

11月18日、ホテルベルモンドで行われた表彰式で


